
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 

問 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
・
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
お

け
る
高
い
保
険
税
（
料
）
や
滞
納
・
正

規
保
険
証
の
と
り
あ
げ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
解
決
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
。 

答 

国
庫
補
助
の
国
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
要
望
を
お

こ
な
い
つ
づ
け
て
い
く
。 

 

問 

国
民
健
康
保
険
の
制
度
の
広

域
化
や
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
を

制
度
よ
り
外
す
な
ど
の
改
悪
計
画
が

出
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
？ 

答 

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
対

応
を
進
め
て
行
く
。 

問 

特
定
健
診
を
受
け
る
人
を
ふ

や
す
、
保
健
指
導
を
広
げ
る
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
す
る
た
め
に

は
、
保
健
師
が
キ
ー
だ
と
考
え
る
。

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
も
保
健
師
を
増
や
す
べ
き
と
考

え
る
。 

 

 

問 

市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
て

い
く
。
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
審

議
会
等
の
公
募
委
員
制
度
が
あ
る
が
、

そ
の
主
旨
に
そ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る

事
例
が
あ
っ
た
。
見
解
を
伺
う
。 

答 
主
旨
に
そ
っ
て
や
っ
て
い
る
。 

問 

福
津
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成

３
７
年
度
で
３
６
％
と
推
定
し
て
い

る
。
ま
た
６
５
歳
以
上
の
独
居
世
帯
率

は
、
平
成
２
２
年
度
で
す
で
に
９
．

６
％
に
達
し
て
い
る
。 

 

地
域
の
現
実
を
ふ
ま
え
た
地
域
自

治
政
策
が
必
要
だ
。 

答 

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

 

 

市
民
の
身
近
な
暮
ら
し
応
援
に
優
先
し
て

お
金
は
有
効
に
使
う
べ
き
で
す
。
今
年
度
よ

り
、
公
共
施
設
の
利
用
料
の
値
上
げ
を
し
、

あ
ら
た
に
市
民
に
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
の
金
額
は
約
２
２
０
万
円
。
そ
の
反
面
、

市
民
全
体
の
望
み
と
は
言
え
な
い
庁
舎
統
合

に
約
１
３
・
５
億
円
も
投
入
し
よ
う
と
す
る

な
ど
逆
さ
ま
で
す
。
生
活
道
路
や
小
中
学
校

全
校
冷
暖
房
な
ど
の
整
備
、
子
育
て
支
援
等

を
優
先
す
べ
き
で
す
。 

答 

非
常
勤
職
員
を
増
員
し
保
健
指

導
を
強
化
す
る
計
画
だ
。 

問 

津
屋
崎
庁
舎
の
施
策
も
明
確
で

な
い
。
約
１
３
．
５
億
円
も
か
か
る
統

合
は
問
題
だ
（
Ｐ
①
を
参
照
を
）
。 

答 

統
合
の
方
針
で
す
す
め
る
。 

 
 

福
津
市
議
会
の
議
員
定
数
条
例
を
制

定
し
、
議
員
定
数
２
０
人
を
２
削
減
と

し
１
８
議
席
と
す
る
議
員
発
議
が
提
案

さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

実
施
時
期
は
平
成
２
６
年
１
２
月
（
今

回
選
挙
）
よ
り
と
な
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
会
派
は 

① 

市
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と 

行
政
の
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
の
が

役
割
。
削
減
に
よ
り
行
政
の
ム
ダ
な
ど

見
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
ら
大
変
。 

② 

市
民
の
声
・
要
求
等
を
市
政
に
反
映 

さ
せ
る
こ
と
が
議
員
の
任
務
。
削
減
に

よ
り
議
会
の
力
を
弱
め
て
は
い
け
な 

い
。
よ
っ
て
反
対
と
し
た
。 

 

 

 

合
併
前
は
分
庁
方
式
と
市
民
に
言
っ
て
い

な
が
ら
合
併
後
、
庁
舎
統
合
を
打
ち
出
し
議

会
よ
り
二
度
否
決
を
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
は

福
間
庁
舎
を
先
行
し
津
屋
崎
庁
舎
は
今
後
検

討
す
る
と
し
て
全
体
像
を
明
確
に
示
さ
ず
、

統
合
費
用
も
明
確
に
示
さ
な
い
と
い
う
や
り

方
で
庁
舎
統
合
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 市

民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
中
な
の
に
、
今

庁
舎
統
合
に
大
金
を
投
入
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。 

平
成
２
３
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
市
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
て
も
多
く
の
市
民
は

庁
舎
の
統
合
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん 

●困ったことや不便なことは特にない８４７人（42％） 

●一つの庁舎だけで用事がすまないので２６０人（12.9％） 

●あとは行きたい部署や駐車場で困った等々で９１１人（70.8％） 

●統合した方が良いと思う８９７人（44.5％） 

●統合する必要はないと思う６６３人（32.8％） 

●どちらでもよい等 458人（22.7％） 

※⑥では、庁舎が 2つあるので困ったは 12.9％です。 

⑦では、統合必要ない・どちらでも良いを合わせれば統合を望んでい

る人が多いと決めつけることが出来ないと判断されます。 

４
月
１
１
日
（
金
） 

 

福
岡
県
南
市
議
会 

議
長
会 

八
女
市
に
て 

福
岡
県
市
議
会
は
北
部
と
南
部
の
市

議
会
議
長
会
が
あ
り
ま
す
。 

北
部
は
北
九
州
を
中
心
と
し
た
市
議 

会
で
す
。 

南
部
市
議
会
議
長
会
は
、
福
岡
市
、
久 

留
米
市
、
大
牟
田
市
、
柳
川
市
、
朝
倉
市
、

筑
後
市
、
大
川
市
、
小
郡
市
、
筑
紫
野
市
、

春
日
市
、
大
野
城
市
、
宗
像
市
、
太
宰
府

市
、
糸
島
市
、
古
賀
市
、
福
津
市
、
う
き

は
市
、
み
や
ま
市
、
八
女
市
の
１
９
の
市

議
会
で
す
。 

 

本
日
は
、
春
の
総
会
で
地
域
の
要
求
を

福
岡
県
、
九
州
、
全
国
へ
提
案
す
る
議
案

に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
柳
川
市
提
案
の 

●
「
有
明
海
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

有
明
海
対
策
事
業
の
充
実
」 

 

大
野
城
市
提
案
の 

●
「
所
得
税
法
の
寡
婦
控
除
制
度
の
改 

正
」
に
つ
い
て
の
２
議
案
の
審
議
・
決 

定
を
し
ま
し
た
。 

 
 

 


